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フッ素系の高分子材料は化学的安定かつ様々な特性をもち、産業機械や半導体、エレクトロニクス分野
で幅広く使用されています。LDI-MS（レーザー脱離イオン化質量分析法）は分子量数千程度のフッ素系
ポリマーを分子のままイオン化できる分析手法であり、フッ素系ポリマーの繰り返し単位と分子量を把握
し、末端基組成や構造を推定することが可能です。本資料では、潤滑剤や熱媒体などの基油として使用
されるパーフルオロポリエーテル（PFPE）を構造解析した事例を紹介します。
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・ 質量差166の等間隔なピーク

→ (C3F6O)nを反映

・ m/z 3797 の推定組成： C68F138O22 + Li ※2

→ (C3F6O)nの繰り返し構造の示唆より

構造式として F(C3F6O)22C2F5 と推定

※2 イオン化補助剤としてトリフルオロ酢酸リチウムを添加しています。

推定構造式※3

✔ フッ素系ポリマー成分を溶媒で抽出し、測定することが可能です。
✔ LDI-MSで平均分子量数千程度のフッ素系ポリマーについて分子式を推定できます。
✔ フッ素系ポリマーの末端基構造推定に役立ちます。

※1 LDI-MS測定の詳細は下記資料(URL)をご覧ください。
https://www.mst.or.jp/casestudy/tabid/1318/pdid/665/Default.aspx

■平均分子量4500のパーフルオロポリエーテル（PFPE）のLDI-MS測定結果

■分析方法
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※3 精密質量や材料の情報などを基に推定

https://www.mst.or.jp/casestudy/tabid/1318/pdid/665/Default.aspx

